
キーワード：

Keywords:

気候と大気循環の変動に対する沖縄島の降水安定同位体比の応答

Response of isotopic composition of Okinawa's precipitation to

changes in climate and circulation

 
*上地 佑衣菜1、植村 立1

*Yuina Uechi1, Ryu Uemura1

 
1. 琉球大学

1. University of the Ryukyus

 
　降水の酸素と水素の同位体比 (δ18O、δD) は水循環のトレーサーや古気候のプロキシとして広く用いられ

ている。陸上の古環境指標である石筍や樹木年輪の同位体比変動は、降水の同位体比として解釈されている。 

 

　中・低緯度地域における降水の同位体比は、複数の気候要素の影響を受けており一義的に降水量や気温の指

標として用いることが難しい場合が多い。例えば、中国 (Tan, 2012) やガラパゴス (Martin et al., 2017) にお

ける降水の同位体比は、水蒸気の起源海域、輸送経路の変化や近海の海面温度の変化を通して、ENSOなどの

大規模な大気-海洋循環の変動の影響を受けている事が示唆されている。したがって、現在の降水の同位体比変

動メカニズムを明らかにする必要がある。 

 

　本研究では、東アジアモンスーン地域の島嶼における降水の同位体比変動要因を明らかにするために、沖縄

島の降水の測定を行った。降水試料は、沖縄県南部に位置する琉球大学理学部において、日ごとに7年間

(2011/1–2017/12) 採取した。同位体分析にはキャビティリングダウン式分光計を用いた。発表では測定した

降水の同位体比と以前測定された沖縄南部の降水同位体比データ (2008–2011; Uemura et al., 2012) を、気

象データやENSO指標などと比較する予定である。 
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